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目次

【議事】

新たな水源検討
（１）総合評価（案）
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目標水量について

目標水量（２） ３４,０００m3/日

水圧調整を行わず､通常時と同じ配水が可能な水量

（１）総合評価（案）

目標水量（１） ４２,０００m3/日

水圧調整を行い､市民から節水の協力を得ることで区域全体に配水を継続
できる水量

承元寺取水口が停止した場合に確保する目標水量を以下に示す。

節水の協力を得ることで､断水を回避し配水の継続が可能な目標水
量（２）34,000m3/日を早期に開発することとし、
通常時と同じ配水が可能である目標水量（１）42,000m3/日を最終目
標として、最適な方策を提示する。
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（１）総合評価（案）
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災害事象
取水影響 配水影響

停止 制限 減少 断水 減圧

渇水 なし
平成７年度
平成10年度

なし
平成７年度：20日間
平成10年度：37日間

風水害
令和４年度
４日間

平成26年度
令和４年度
７日間

なし

河川水汚染
(高濁度含む)

なし 平成９年度 なし なし

災害事象の項目

渇水 少雨等により表流水が減少し、取水しにくい状況とする。
風水害 昨年度の台風災害のように河川増水により取水機能が停止し、取水できない状況とする。

河川水汚染
(高濁度含む)

油や農薬、汚染物質等が河川へ流出し、表流水が取水できない状況とする。

興津川において発生した災害事象の実績および特徴を整理する。

災害事象の実績 過去30年（平成５年度～令和４年度）の被災実績

地震については線的または面的に整備、対策するものであり、基幹管路や水道施設の耐震化、給水拠
点の整備などと合わせて総合的に判断するものである。

興津川の特徴

興津川は過去に渇水で苦慮した河川であり、また、河川水汚染については運転調整や水質監視の強化
によって断水は発生していないが、油や農薬等の流出量・濃度によっては取水停止をする可能性も考慮
する必要がある。



Shizuoka City  Water & Sewerage Bureau

（１）総合評価（案）
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災害事象の整理方法

本検討部会は、承元寺取水口が停止した場合における水源を検討しているため、
災害事象により、承元寺取水口で取水できない場合における各手段の有効性が有
る場合「有り」とし、有効性が無い場合「無し」と評価する。
ただし、渇水について、表流水を取水する手段は有効性が無いとして「無し」と評
価する。

（補足）
平成７年度渇水の実績（河川流量53,000m3/日まで減少）に基づくと、河川維持流
量19,000m3/日を差引いても34,000m3/日が取水可能であるが、承元寺取水口で
取水できない場合の水源を検討するため、渇水において表流水を取水する有効性
としては「無し」と評価する。
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（１）総合評価（案）第３回からの修正箇所を青文字で記載 事業期間及び費用は概算を記載
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（１）総合評価（案）
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（１）総合評価（案）
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34,000
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30,000

20,000
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ポンプ車等の使用による水源の確保

開発水量(m3/日)

事業期間（年間）
9 10 11 15

段階的な整備による水源の確保

目標水量(1)
42,000

目標水量(2)

13 14

整備期間 整備完了

新たな水源検討のロードマップ

・事業期間の経過に伴い、事業完了した方策から段階的に水源が確保されていく。
・整備期間の途中は、ポンプ車等の使用を採用することで不足分を補う。
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（１）総合評価（案）
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（１）総合評価（案）
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（１）総合評価（案）

最適案のロードマップ（最短で実施した場合）

水量１ｍ3あたりの単価及び事業期間等を考慮して優先順位を決めて実施していく｡
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草薙配水池

高松取水場
（地下水）

承元寺取水口
（表流水）

国吉田ポンプ場
(送水施設)

12

柏尾配水池

（１）総合評価（案）

麻機配水場

6,400＝開発水量1,400＋既存能力5,000

南部ルート増強

10,000＝開発水量3,000＋既存能力7,000

北部ルート増強

開発水量5,400

和田島ルート

清水谷津浄水場

開発水量 10,000～

ポンプ車等の使用

開発水量3,900井戸の新設

開発水量21,000民間井戸の活用
取水可能量
17,395

取水可能量
83,900→０を想定

●清水駅

最適案 方策ｃ１ 開発水量(m3/日)

他系統からの水融通北部ルート増強 3,000

他系統からの水融通南部ルート増強 1,400

他系統からの水融通和田島ルート 5,400

井戸の新設 3,900

民間井戸の活用 21,000

ポンプ車等の使用 10,000～

計 ＞ 42,000

興津川

数値の単位は､全てm3/日

大平山配水池

八木間ポンプ場
（地下水）

最適案の水源位置


